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グロビュール 1個当たりの自由エネルギーは， γを表面張力とするとムf(= -E( +γ(2/3の形にな
るので，その統計重率は




















































自由エネルギーを最小にする連鎖分布(最確分布)j 三 {jl ， j2ぅ・・}を求め，水和量 O 三~，=1 (j(jη 
と平均末端間距離 (R2)を求めると，図 3のようになる.(R2)は200Cにおける値で規格化した膨潤因
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ワーミセル凝集体を形成する.(3) 31 I"V 320Cではミセルが80個程度凝集したメゾグロビュールを形
成する. 温度上昇と伴にメソグロビュール中で、ミセルが融解する.また，メソグロビュールが更に凝集













θψ(rぅt)-37-+V-[@ψ(r， t)]= D¥7 . [¥7+ f /kBT + ¥71nK(r)]ψ(r， t) 









なる. (f = r/nαは全長で規格化した末端距離.) また，ブリッジ鎖の解離確率は張力と 2次の結合
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